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本
学
は
か
ね
て
イ
ン
ド
シ

ナ
圏
の
大
学
と
の
交
流
を
推

進
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
ベ

ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
人

文
社
会
科
学
大
学
（
ベ
ト
ナ

ム
）、
ラ
オ
ス
国
立
大
学
（
ラ

オ
ス
）
と
協
定
を
結
び
、
交

流
を
深
め
て
い
る
。
王
立
プ

ノ
ン
ペ
ン
大
学
は
３
校
目
に

な
る
。

日
髙
義
博
学
長
、
松
木
健

一
常
務
理
事
、
大
林
守
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
長
ら
が
同
大

学
を
訪
問
。

４
月
２９
日
に
結
ば
れ
た
協

定
の
内
容
は
▽
教
員
・
研
究

者
の
交
換
▽
学
生
の
交
換
▽

共
同
研
究
、
学
術
会
議
、
研

究
会
の
実
施
▽
学
術
文
献
な

ど
刊
行
物
の
交
換
▽
両
大
学

に
よ
り
相
互
に
合
意
し
た
そ

の
他
の
学
術
活
動
―
―
と
な

っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
南
部
、

タ
イ
湾
に
面
す
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
は
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
下

の
長
い
内
戦
の
影
響
で
、
教

育
が
今
、
最
も
重
要
な
課
題

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学

は
、
１
９
６
０
年
創
立
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
最
初
の
高
等
教

育
機
関
で
、
社
会
科
学
人
文

学
部
（
地
理
学
科
、
歴
史
学

科
、
哲
学
科
、
心
理
学
科
、

社
会
学
科
な
ど
１０
学
科
）
、

理
工
学
部
（
情
報
科
学
科
、

数
学
科
な
ど
６
学
科
）
、
外

国
語
研
究
所
（
英
語
学
科
、

日
本
語
学
科
、
中
国
語
学
科

な
ど
６
学
科
）
お
よ
び
大
学

院
修
士
課
程
な
ど
が
あ
る
。

学
生
数
約
１
万
３
０
０

０
、
教
職
員
数
約
４
５
０
。

広
大
な
３
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有

し
て
お
り
、
メ
イ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
の
中

心
か
ら
約
５
㌔
離
れ
た
場
所

に
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
市
場

経
済
化
を
担
う
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
人
材
育
成
を
目
指
す
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
日
本
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
の
機
関
も
設

置
さ
れ
て
い
る
。

ア
セ
ア
ン
大
学
連
合
（A

S
E
A
N

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

N
e

t
w
o
r
k
;
A
U
N

）
に
加
盟
す

る
２６
校
の
う
ち
の
１
校
。
同

国
の
中
心
的
な
大
学
と
し
て

さ
ら
な
る
拡
充
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

春
期
日
本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
大

学
生
ら
２５
人
が
参
加
、
専
大
生
と

の
交
流
も
活
発
だ
っ
た
。

（
９
面
記
事
）

専
修
大
学
は
王
立
プ
ノ
ン

ペ
ン
大
学
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

L
a
v
C
h
h
i
v
E
a
v

学
長
）

と
国
際
交
流
協
定
を
結
ん
だ

∥
前
号
既
報
。
両
大
学
の
学

術
・
教
育
、
研
究
分
野
の
交

流
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

学
校
法
人
専
修
大
学
２
０
１
２
年
度
決
算
概
要
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❷
❸

「
岡
崎
ま
ち
ゼ
ミ
の
会
」
松
井
洋
一
郎
氏
講
演

商
学
研
究
所
定
例
研
究
会
／

『
生
田
緑
地
の
木
本
植
物
』
改
訂
版

自
然
科
学
研
究
所
が
刊
行
…
…
…
…
…
❹

石
巻
専
修
大
学
特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❺
～
❽

２
０
１
３
年
度
長
期
交
換
留
学
生
決
ま
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❾

育
友
会
定
期
総
会
・
新
会
長
に
瀬
在
義
夫
氏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❿

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
書
道
教

室
が
２
号
館
か
ら
９
号
館
８

階
に
引
っ
越
し
し
た
。
新
書

道
教
室
は
、
窓
か
ら
９
号
館

中
庭
の
竹
林
が
見
ら
れ
�
書

心
�
が
刺
激
さ
れ
る
雰
囲
気

だ
。
５
月
３１
日
、「
書
道
Ⅰ
」

の
授
業
が
行
わ
れ
、
文
学
部

１
年
次
生
２２
人
が
、
仲
川
恭

司
文
学
部
教
授
の
指
導
の

下
、
複
雑
な
漢
字
の
練
習
と

し
て
楷
書
で
「
落
」
「
飛
」

に
取
り
組
ん
だ
。

最
前
列
で
半
紙
に
向
か
っ

た
岩
崎
里
歩
さ
ん
（
日
本
文

学
文
化
学
科
）
は
「
書
道
は

小
学
校
の
授
業
以
来
で
す
。

練
習
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ

ど
、
少
し
ず
つ
で
す
が
う
ま

く
書
け
る
よ
う
に
な
る
か
ら

不
思
議
で
す
」
と
言
う
。
皆

木
子
竜
さ
ん
（
日
本
語
学

科
）
は
「
練
習
を
積
む
こ
と

で
字
の
形
や
書
道
の
コ
ツ
が

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
落
ち
着
い
た
教
室
で

す
」
と
話
す
。

当
日
は
関
東
地
方
梅
雨
入

り
宣
言
の
翌
日
だ
っ
た
が
、

初
夏
を
は
ら
む
日
差
し
が
開

け
は
な
れ
た
窓
か
ら
降
り
注

い
で
い
た
∥
４
面
に
関
連
記

事
。 専

修
大
学
北
海
道
短
期
大

学
の
閉
学
式
が
６
月
８
日
、

美
唄
市
の
短
大
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
∥
写
真
。
卒
業

生
や
元
教
職
員
ら
約
４
８
０

人
が
出
席
し
、
４５
年
に
お
よ

ぶ
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
∥
詳

細
は
次
号
。

イ
ン
ド
シ
ナ
圏
で
３
校
目
の
協
定
校

イ
ン
ド
シ
ナ
圏
で
３
校
目
の
協
定
校

北海道短大

閉学式

北海道短大

閉学式

教
育
、研
究
な
ど
幅
広
く

王立プノンペン大学との交流活動スタート

�
書
心
�刺
激
さ
れ
る
環
境
に

協定書を交 ▶

わす Lav Chh

iv Eav 学長と

日髙義博学長

＝中央の２人

書
道
教
室

引
っ
越
し

▲ 新しくなった書道教室は窓から竹林が見える。

学生たちを指導する仲川教授＝中央

図書館で学 ▶

ぶ王立プノ

ンペン大の

学生たち
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